


カスタムノート施策：共通ロゴのブランディングか、受取人ごとのパーソナライズか

Details

結論から： カスタムノートのプログラムは、通常、次の四つの段階のいずれかで進めます。共通ロゴ一種類のデザイン、少数のバージョン違い（部署別や色別）、連番付け、そして名前を入
れる受取人別の完全なパーソナライズです。段階が深くなるごとに、校正、データ処理、仕分けの手間が増えます。その結果、単価が上がりやすく、数量がバージョンごとに分かれ、納期も
延びがちです。受取人が分からないイベントには共通ブランディングを選び、名入れは入社者グループやエグゼクティブ向けギフトのように、リストが確定している場合に限りましょう。

パーソナライズの判断が最後になると失敗しやすい理由
多くのチームは、ノートの発注をカバーのアートワークから始め、名前や番号、部署別バージョンは後から足せばよい細部として扱います。この判断の順序が、失敗するプログラムの大半の
原因です。受取人リストが案件に紐づいた時点で、それは印刷案件であると同時にデータ案件になります。名前の綴り、バージョンコード、梱包順を誰かが管理しなければならず、後から変
更が入るたびに工程全体をやり直すことになります。

ブランドグッズへの支出はニッチなものではないため、この判断の重みは決して小さくありません。米国の販促品ディストリビューターの販売額は $26.78十億（2024
年、2.63%増）[1]に達し、ノートはアパレル、ドリンクウェア、テック製品とこの予算を奪い合っています。ウェルカムギフトの名前の綴りミスは、再印刷費用だけの問題ではありませ
ん。新入社員が会社について最初に気づく点になってしまいます。名入りのノートが余っても他の人には渡せないため、共通ロゴの製造なら無害な余剰在庫が、そのまま無駄になります。

対策は、カスタマイズをどこまで深くするかを デザイン着手の前に 決めることです。そのうえで、個人向けの各要素を製品のどこに入れるかを選び、データの準備もアートワークと並行し
てスケジュールします。このガイドの残りでは、この判断について解説します。
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カスタマイズ四段階の意味
「カスタム」の範囲は広いものです。カバーにロゴの箔押しを施したノートも、カバーごとに従業員の名前が異なるノートも、どちらもカスタムデザインノートと呼ばれますが、作業内容は
まったく別です。サプライヤーに依頼する際は、段階を明示して伝えると話が早くなります。

レベル1：共通ブランディング。 すべてのノートが同一です。カバーアート、本文、ワイヤーの色が共通で、サプライヤーは一度セットアップすれば全数量を一気に製造できます。
レベル2：バージョン違い。 一つの注文の中に、固定デザインを少数用意します。たとえば、三つの地域向けにカバー色を三色にする、営業部門とエンジニアリング部門で本文の
インサートを変える、といった例です。各バージョンは、それぞれ独立した小さな案件として承認が必要です。
レベル3：連番付け。 ノートは、固有の番号以外はすべて同一です。どのノートが誰に渡ったかを追跡したり、研修グループや機密プロジェクト向けに管理対象のノートを発行し
たりするために使われます。
レベル4：受取人別パーソナライズ。 各ノートに、名前、役職、個人宛のメッセージなど、特定の一人に関する情報が入ります。すべてのノートが可変データの品目であり、特定
の受取人に確実に届けなければなりません。

ここでは製本形式が重要です。紙のノート市場は大きく、推計で $76.28十億（2025年）に達し、スパイラルとWire-Oの形式を合わせると売上の30.41%（2024年）
を占めました[2]。このため、ワイヤー綴じはブランド施策で最も一般的なプラットフォームの一つです。 ツインループワイヤー綴じ[3] は、パンチ穴に金属ループを通して閉じる方式で、閉
じた金属スパインは、一ページだけを入れ替えるために開き直すことができません。パーソナライズにおいては、カバーや本文ページに印刷するものはすべて、製本前に正しい内容にしてお
く必要があるということです。名前を一つ修正するには、ワイヤーを切断してそのノートを製本し直すことになります。一方、 製本後に 加えるスリーブ、帯、蔵書票風のステッカー、キッ
ト内のネームカードなどは、ノート本体に触れずに修正できます。製本そのものの背景を知りたい場合は、 カスタムWire-Oノートのページ で、ダブルループ綴じが他の形式とどう違う
かを解説しています。

カスタムノートプログラムの計画手順

受取人リストの確度を見極める。 今日手元にある名前が、納品日にもそのまま使えるか、どれだけ確信があるかを自問します。現役社員向けの年末年始ギフトリストは確度が高い1.
部類です。今後二四半期に入社する人向けのオンボーディングは確度が低い部類です。展示会は、誰が立ち寄るか分からないため、事実上ゼロです。カスタマイズの深さの上限を
決めるのは、予算よりもリストの確度です。
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リストの確度に見合った最も深い段階を選ぶ。 確度の高いリストなら、レベル4まで対応できます。部署ごとの人数は分かっていても個人名は変わりうる、といった確度が中程度2.
のリストには、レベル2またはレベル3が合います。受取人が不明な場合はレベル1です。リストの確度を超えて深くすると、再印刷の費用を払うことになります。
個人向けの各要素をどこに置くかを決める。 三つのゾーンを使います。カバー（製本前に印刷、最も目立つが修正は最も困難）、本文ページ（これも製本前、開いたときだけ見え3.
る）、そして製本後に加える要素（スリーブ、帯、ステッカー、カード）です。よくあるハイブリッドは、共通ブランディングのノートに、パーソナライズしたスリーブや蔵書票
を組み合わせる方法です。個人向けの雰囲気を出しつつ、製造はレベル1のままで済みます。
アートワークが確定する前にデータファイルを作る。 ノート一冊につき一行とします。列には、印刷される通りの文字列、バージョンコード、使う場合は連番、納品グループを入4.
れます。レイアウト上のゾーンに収まる最大文字数を取り決め、実在する最長の名前でテストします。複数の国にまたがるプログラムでは、選んだフォントがリスト内のアクセン
ト付き文字や非ラテン文字をすべて含んでいるか確認してください。字形の欠落はよくある失敗で、校正の段階になって初めて表面化します。
バージョンとデータは別々に承認する。 各バージョンの校正を一つずつ承認し、その後、印刷される通りにすべての名前や番号を示した全リスト校正を承認します。パーソナライ5.
ズ品が共通部分と異なる印刷プロセスで刷られる場合は、プロセス間のカラー運用手法、たとえば G7（印刷プロセスをまたいで見た目を揃えることを目指す方式）[4]に沿って
印刷しているか、印刷会社に確認してください。これにより、名入りのカバーと名前なしのカバーが別ブランドのように見えるのを防げます。
予備は種類別に計画する。 レベル1の製造では、予備のノートは誰に対しても使えます。レベル4の製造では、誰にも使えません。同じデザインでパーソナライズしていないノー6.
トを少量、予備として発注し、名前の誤印刷が一冊出た場合にどう交換するか、どれくらいかかるかを事前に取り決めておきましょう。
引き渡し日から逆算し、データ凍結日を設ける。 リストを変更できなくなる日を一つ固定します。凍結後の変更は、第二ロットまたは製本後の要素に回します。本製造には入れま7.
せん。

カスタムノートはどこまで深くすべきか？ 最小数量、コスト、納期の比較
この表が示すのは方向性のみです。実際の最小数量、価格、納期は、プロセス、数量、サプライヤーによって異なるためです。見積依頼で質問を整理するために使い、数値の設定には使わな
いでください。

レベル 最小数量への影響 単価への影響 納期への影響 最適な用途 主なリスク

1. 共通ブランディング 注文全体で最小数量は一つ 最も低い。セットアップ費用が
全数に分散される 最短。承認も製造も一回 展示会、カンファレンス、小

売用在庫
デザインが弱いと没個性
になる

2. バージョン違い バージョンごとに適用され
る場合があるため、要確認

セットアップが増えるたび、ま
たバージョンごとの数量が減る
ほど上がる

長くなる。バージョンごとに
校正サイクルが一回必要

地域チーム、部署、複数ブラ
ンドを持つグループ

バージョンごとの数量が
実際の人数とずれる

3. 連番付け 通常はベースの製造数量に
準じる

中程度。可変データの工程が加
わる

番号範囲のチェックと仕分け
が加わる

研修グループ、管理・追跡対
象のノート 番号台帳の欠番や重複

4. 受取人別の名前入れ
ベースの最小数量は引き続
き適用されるが、すべての
ノートが固有

最も高い。可変データ、ノート
ごとの確認、仕分け梱包

最長。データ凍結、全リスト
校正、受取人別の梱包

入社時キット、エグゼクティ
ブ向け・顧客向けギフト

綴りミス、直前の変更、
使えない余剰品

ハイブリッド（レベル1のノート＋パー
ソナライズしたスリーブまたはカード） レベル1と同じ レベル1に追加要素分が加わる ノートは先に製造でき、個人

向けの層は後から追加できる
随時入社の受け入れ、リスト
が不確定なギフト

別のスタイルにすると、
追加要素が浮いて見える
ことがある

プロセスの選択は、段階と同じくらい重要です。デザインごとに物理的な型や版が必要な加飾方法は、すべてのノートが異なる場合には対応しにくくなります。デジタル印刷などの型を使わ
ない方法のほうが、可変データを扱いやすくなります。パーソナライズ品の見積を依頼するときは、サプライヤーが可変要素にどのプロセスを使うか、そのプロセスがカバーの共通部分の仕
上げと合うかを確認してください。

連番付けには、名入れにはない留意点が一つあります。連番付きノートを記録として使う場合、たとえば規制対象の研修記録簿などでは、紙の保存性が重要になります。 ISO 9706は、
未印刷の文書用紙に求められる保存性の要件を定めています[5]。その1994年版は2025年に廃止され、ISO 9706:2025として改訂されました。本文用紙がこの規格に対し
て試験済みか、どの版かを確認する価値はあります。販促用ノートにこれは不要ですが、記録用ノートには必要かもしれません。

ギフト、入社時、イベントに合わせた段階の選び方
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入社時のオンボーディング。 ここはパーソナライズの効果が最も大きく、同時にスケジュールが最も難しい場面です。PPAIの消費者調査では、 回答者の62%が、雇用主から販促品を
もらうと大切にされていると感じると答え、53%がチームに受け入れられたと感じていました[6]。ただし採用は継続的に行われるため、名前入りカバーのロットは、入社日がずれた時点
で古くなってしまいます。通常の運用モデルは、レベル1またはレベル2のノートを在庫として保持し、新入社員ごとの名前を入れたスリーブ、帯、カードを、入社する週に加える方法です。
部署カラー（レベル2）なら、個人名を製造工程で追跡しなくても、人事がチーム別にノートの見た目をパーソナライズできます。

エグゼクティブ・顧客向けギフト。 リストは短く、判明していて、安定しているため、レベル4が現実的です。数量が少ないので、ノートごとの手間が高くても、予算全体への影響は小さく
なります。名前はラベルのように見えず、きちんと目に留まる場所に入れましょう。カバーへの控えめな配置や専用の最初のページのほうが、表面いっぱいの大きな名前よりも、行き届いた
印象になります。

カンファレンス。 どちらとも言えない中間のケースです。登録がイベントのかなり前に締め切られるなら、参加者名の印刷は可能ですが、欠席のリスクがあります。欠席者向けの名入りノー
トは無駄になります。多くの主催者は、一般参加者向けのパックにはレベル1を使い、リストが早めに確定する登壇者やVIPゲストにだけパーソナライズを充てます。

展示会・オープンイベント。 受取人が分からないため、レベル1です。予算は、人が持ち帰って使い続けたくなる共通デザインづくりに回しましょう。景品ではなく製品のように見える作り
のよいノートは、どんな可変要素よりも効果があります。

研修プログラム。 連番付け（レベル3）が合います。ノート番号14を参加者14に発行すれば、回収、監査、再発行が簡単になり、名前の綴りミスも避けられます。

小売向けや、クリエイターが販売するカスタムノートは別のケースです。パーソナライズは通常、製造時ではなく購入者が行います。名前入れ用の空白のネームプレートや書き込める最初の
ページを設けるなど、購入後にカスタマイズできるノートにするほうが、名前を印刷するより優れていることが多いでしょう。

よくある質問
FAQ：一つの注文で、共通ブランディングと名入りのノートを混在させられますか？

たいていは可能です。一般的な構成は、全数量に共通のベースデザインを使い、一部にだけ可変要素を加える方法です。たとえばVIPには名前を入れ、それ以外は無地のカバーにします。名
入り品と名前なし品が同じプロセスで製造されるかをサプライヤーに確認し、ブランドの見え方が揃うよう、それぞれを並べて承認してください。

FAQ：ノートのギフトをパーソナライズする、最もコスト効率の良い方法は？

ノート本体は共通ブランディングのままにし、製本後に加えるもの（スリーブ、帯、蔵書票、ネームカード）をパーソナライズします。ノートは一回の製造による効率を得られ、名前の間違
いや変更があっても、ワイヤースパインを製本し直すのではなく小さな紙の部材を交換するだけで済みます。両方の案で見積を取り、合計金額を比べてください。

https://www.ppai.org/media-hub/ppai-research-consumers-covet-promo-during-economic-hardships/
https://www.ppai.org/media-hub/ppai-research-consumers-covet-promo-during-economic-hardships/


FAQ：遅れて入社する人や名前の変更にはどう対応すべきですか？

データ凍結日を設定し、それ以降のものは第二ロットまたは製本後の部材として扱います。同じデザインでパーソナライズしていないノートを少量在庫しておけば、遅れて入る人に渡すノー
トが足りなくなることはありません。個別の変更のたびに本製造を開け直さないでください。

FAQ：部署別バージョンには、それぞれ承認が必要ですか？

はい。各バージョンは事実上、独立したデザインなので、すべての校正を承認してください。バージョン数は少なく抑えます。バージョンが増えるたびに承認サイクルが増え、数量が分割さ
れるため、サプライヤーの数え方によっては最小数量に影響します。

FAQ：パーソナライズは、調達や安全関連の書類に影響しますか？

影響する場合があります。プログラムで森林認証に関する表示を行うなら、メインバージョンだけでなくすべてのバリエーションを、サプライヤーの FSC管理の連鎖（CoC）認証[7]の
もとで製造し、請求する必要があります。名前入りの対象が、学校向けプログラムのように子どもである場合、そのノートは子ども向け製品に該当する可能性があり、米国の規則では アクセ
ス可能な部分の総鉛含有量が100 ppmまでに制限されます[8]。金属ワイヤーはその部分の一つです。書類の要件については、次のページをご覧ください。 Wire-Oノート製品ペー
ジ.

FAQ：配布されなかった名入りノートはどうなりますか？

再利用はまずできません。だからこそ、余剰分はパーソナライズしないままにしておくのが最も有力な理由です。処分する場合、米国の多くのリサイクルプログラムは、紙をリサイクルに出
す前に 金属のスパイラルやコイルを取り外す[9]ことを利用者に求めています。プログラムでサステナビリティを訴求する場合は、知っておく価値があります。

重要ポイント
ブランドグッズは大きな販路であり、ノートは予算を巡ってほかの品目と競合します — 米国ディストリビューターの売上は$26.78十億。対象は2024年
で、2.63%増 (出典)
雇用主からの贈り物は新入社員の気持ちに影響するため、入社時こそパーソナライズの最有力の場面です — 62%が大切にされていると感じ、53%がチームに受け入れら
れたと感じました (出典)
ワイヤー綴じは主流のプラットフォームであり、その永続性を前提に計画しなければなりません — スパイラルとWire-Oは紙ノート売上の30.41%を占めました。対象
は2024年です (出典)
子ども向けプログラムでは、パーソナライズ品に求められるコンプライアンス水準が上がります — 子ども向け製品のアクセス可能な部分に対する総鉛含有量の上限は100
ppm (出典)
連番付きの記録用ノートには、恒久性のある紙が必要な場合があります — ISO 9706（1994年版）は2025年に廃止され、ISO 9706:2025として改訂
されました (出典)

まとめ
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最良のカスタムノートプログラムとは、最もパーソナライズされたものではありません。受取人リストの確度に、カスタマイズの深さが合っているものです。誰がノートを受け取るか分から
ないときは、共通ブランディングを使います。グループは分かっていても個人は分からないときは、バージョン違いか連番付けを使います。名前を入れるのは、リストが短く、安定していて、
時点を固定して凍結できる場合だけです。リストが変わり続ける場合は、個人向けの層を製本後に加えるものに載せれば、ワイヤースパインを切る必要は決してありません。

プログラムの見積を取る準備ができたら、受取人数、バージョン数、データ凍結日、引き渡し日を用意してください。この四つの入力は、アートワークよりも見積に大きく影響します。まず
は カスタムWire-Oノート のラインアップから始めて、プログラムに合う段階で見積を依頼できます。
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